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(ベクトル量子化法)について述べているo 第 7 章では，音声をさらに大きな単位でとらえる観点、から，
新しい単語認識法 (8 PLIT 法)を提案している。第 8 章は，本論文の結論である。
本研究の結果，従来最も良いとされていた PARCOR 音声分析合成法の約 60 箔の情報量で， 同品質
の合成音声が実現されることが示されている。さらに時間，空間領域における音声情報の冗長性を除去












(3) また，音声をさらに大きな単位でとらえる単語認識法 (8 PLIT 法)を提案している。
(4) 本研究の結果，従来使用されていた PARCOR 音声分析合成法の約 60 %の情報量で同品質の合成
音声が実現されることを明らかにしている。
以上のように本論文は音声圧縮，音声合成に関する新しい方法を提案したもので，通信工学，情報工
学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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